まり 我儘が 過ぎる ではない か。 ね、 よく 考えて ごらん」 

ここに 至って、 やはり 伊太 夫 は 折れて いるので あり 

か はれもの 

ます。 嚙んで 含める ように、 腫物に 触る ように 繰返し 

てお 銀 様 を 説いて いるので あります。 

「幸 内 を わたしが 看病して は 悪い ので ございま すか、 

それで は 誰に 看病 させたら よいでしょう、 わたしで な 

ければ 本気に な つ て 幸 内 を 見て やる 者 はな いで は，、 y J ざ 

いません か、 ほかの 者 は みんな 幸 内 を嫉ん だり にく 

がったり している では ございま せんか」 

「そんな ことがある もの か」 

「いいえ、 そうで ございます、 この 家で は 本心から、 



んな姿 をして いながら も、 わたしが こうして 生きて い 

られ るの は 誰のお かげで ございましよう、 幸 内のお か 

かお 

げで) J ざ い ます。 わたしが この 面 を 火鉢の 火に 吹かれ 

た 時に、 幸 内が 飛んで 来て 助けて くれたから、 それで 

命が 助かった の は、 わたしが 十 歳で 幸 内が 十二の 時、 

お 父 様 もよ く 御 承知で ございましよう。 わたしの 面 を 

焼いた の は、 それ は 今のお 母さんの なさった こと だと、 

わたし は 決して そんな こと は 思って いやしま せんけれ 

ど …… 」 

「な、 なに を 言う の だ、 お 銀、 そ、 そういう ことが お 

前、 お前と して」 



と 言い捨てて、 座 を 蹴立てる ようにして 立 去り ました- 

お 銀 様 は 父の 立 去る 後ろ 影 を、 凄い 面 をして 睨めて 

いました が、 

「ええ、 ようご ざいます とも、 出て 参ります とも、 幸 

内 を つれて どこへ でも、 わたし は 行って しまいます、 

お 父 様のお 世話に はなり ませぬ、 死んでも 藤 原の 家の 

者のお 世話に はなり ませぬ」 

お 銀 様 は 歯嚙み をし ました。 その 有様 は、 父に 対し 

て 言い過ぎ たという 後悔が 寸分 も 見えないで、 なお 一 

層の 反抗 心が 募つ て ゆく ように 見えます。 

「幸 内 や」 



外 は昨晚 のように 深い 靄はありませんでした けれど 

も、 闇夜で ある こと は 昨晩と 少しも 変り はありません- 

お 銀 様が 父と 言い争つ ている 時分から、 この 家の 縁 

先の 網 代 垣の 下に 黒い 人影が 一 つ 蹲 まっていて、 

おやこ ちくいち 

父子の 物 争い を逐 一 聞いて いたよう です。 

伊太 夫が 怒って 足音 荒く 立 退いて しまった 時分に、 

そろそろと 縁先へ 忍び寄って 戸の 隙間から、 お 銀 様の 

挙動 を視 いている ようで ありました。 抱える ようにし 

ていた けれど、 両刀の 鐺は 羽織の 下から 外れて 見え 

て います。 



お 銀 様 は、 ここで 一 一 つの こしらえごと を 言って しま 

いました。 自分が お 君の 名 を 仮り たこと と、 神 尾 主 膳 

の 屋敷 を 行 先の ように 出鳕 目に 言って しまった ことで 

す。 

「神 尾 主 膳 殿へ？」 

と 言って 辻番 は、 ややけ ねん を 持つ ように、 お 銀 様 を 

見廻して いたが、 

「よろしい、 通らつ しゃい。 しかし、 このごろ は巿中 

が 物騒で ござる こと を そなた はま だ 知らぬ と 見えるな- 

物騒と いうの は ほかで はない、 よく 人が 斬られる、 辻 

斬が 流行る から 宵のう ち さえ 人の 通り は 甚だ 少ない、 



懸想文の ような 結 状が 括りつ けて ありました。 

お 松 は それ を 提げて みて、 思わず 微笑し ない わけに 

は ゆきませんでした。 その 竹筒の 一 端に 「十八 文」 と 

いう 恪印 が捺 してあった からです。 

それでお 松 はすつ かり 合点が ゆきました。 「十八 文」 

が 一 切 を 了解 させて くれたの みならず、 いろいろに 胸 

を 痛めた リ心を 苦しめたり していた お 松 を、 腹 を 抱え 

させる ほどに 笑わせました。 

あの 先生 はお かしい 先生で あると 思って、 お 松 は 思 

出し 笑い をしながら も、 その 親切 を 嬉しく 思いました _ 

これ は 兵馬さん のた めの 薬で ある。 兵馬さん が 病気で 



ほかに は 別の It 細 候 はず。」 

こんな ことが 木版 摺 にして あるの だから、 問題に も 

なんにも なった ものではありません。 

四 

お 松が 寝つ いた 時分から サ ラサ ラと 雪が 降り はじめ 

ました。 

翌朝に なって 見る と、 峡 中の 二十 五 万 石が 雪で 埋も 

れて しまいました。 過ぐ る 夜の 靄 は 墨と 胡 粉 を 以て 天 

地 を 塗りつぶし たのです けれど、 これ は 真白々 に 乾坤 



「冷たく はない か」 

能 登 守 も 南条も 五十嵐 も、 歩みながら 振 返って、 米 

友の 素足 を 見ました。 

「は ッまッ ま ッ」 

あざわら 

来 友 は 嘲笑って、 かえって 自分に 同情 を 寄せる 先生 

たちの 足 許 を 見ました。 この 一行 は 勢いよ く 雪 を 冒し 

て 進んで 行きます。 どこへ 行く の だか 知れない けれど 

も、 たしかに 荒 川筋 をめ あてに 行く ものと 見えました- 

前に 言う 通り 天地 は みんな 雪であります。 往来の 人 

の 気&は 極めて 少なく あります。 犬の 子 は 威勢よ く 遊 

んで いました。 たまに 通りかかる 人 も、 前に 言うよう 



「代官 町から 荒 川の 筋、 たしか に身延 街道 で ) J ざい ま 

しょう。 野郎 共 を 三人ば かり、 後 を 追つ かけさせ てお 

きました から、 行方 を 突 留める 分に はなんでも ござい 

ません が、 いざと いう 時、 野郎 共で は …… 」 

ごづめ その ほう 

「よし、 後 詰 はこ ちらです る。 巿 五郎、 其方 大儀で も 

分 部、 山 口、 池 野、 増 田へ 沙汰 をして くれ、 急いで 鷹 狩 

を 催す と 言って ここへ 集まる ように。 表面 は 鷹 狩 だが 

この 鷹 狩 は 火事より せわしい」 

「委細、 承知 致しました、 それで は 御免」 

巿 五郎 は そこそこに 辞して 出かけました。 それから 

後の 神 尾 主 膳の 挙動 は 気忙しい もので、 面 を 洗う、 着 



松 …… 武 田の 名将 馬場 美 濃 守が 植えた と 申す 馬場の 

松」 

「ほんと に 見事な 松で ございます」 

「そなたの 家 は 甲 州で 並ぶ ものの ない 大家、 それでも 

あのく らいの 松 は あるまい、 あのく らい 見事な 松 は、 

そなたの 屋敷に も あるまい」 

「わたくしどもの 庭に も、 このような 見事な 松 は ござ 

リ ませぬ」 

「左様であろう、 この 神 尾 は 貧乏 だけれ ど、 そなたの 

家に も 無い 物 を 持って いる」 

う-なず 

と 言って、 神 尾 は 二三 度 頷きました。 それから ニヤ 



突きつ けました。 

「結構な お 差 料 で ござり まする」 

お 銀 様 は、 怖れと それから 迷惑と で、 刀 はよ くも 見 

ないで 挨拶 だけ をし ました。 

「いや、 これし きの 物、 そなたの 眼から 結構と 言われ 

て は 恥 かしい。 そなたの 家の 倉 や 土蔵に は、 この くら 

いの 刀 や 捲え は 掃いて 捨てる ほど 転がって いる はず 

じ や。 神 尾の 家で はこれ だけの 捲え も 自慢になる。 ナ 

二、 たかの 知れた IS の 象眼、 縁 頭の 朧 銀が 何 だ、 小 ぼ 

けな 金無垢 …… 」 

主 膳 は 自慢で 見せた もの を 嘲り はじめました。 お 銀 



「後程に お伺い 致します る」 

「後程 9 …… それで は 拙者が 困る、 御 遠慮なく この 場 

で 御覧 下されい。 よろしい か、 長さ は 二 尺 四寸、 ちと 

すリ あげもの 

長過ぎる 故、 摺 上物に 致そうかと 思った けれど、 これ 

やす リ もったい 

ほどの 名物に 鑛を 入れる の も 勿体なき 故、 このまま 

捲え をつ けた、 この 地 鉄の 細かに 冴えた 板目の 波、 肌 

うるお 

の 潤い」 

「どうぞ 御免 あそばし ませ、 わたくしどもに はわ かり 

ませぬ」 

おおのた にえ すぐ 

「見事な 大 湾れ、 餓が 優れて 匂いが 深い こと、 見て い 

るう ちに なんとも 言われぬ 奥床し さ」 



な 趣 …… よく 見れば 見る ほど 刃の 中に 模様が ある」 

「どうぞ 御免 あそばし ませ」 

「お 銀 どの、 そなた はこの 刀に お見覚え は ござらぬ か」 

フ k;*k ；」 

「この 刀 …… 」 

「ええ、 このお 刀に、 わたくしが、 どう致しまして」 

と. V- 

「それ故に 篤と 御覧な されい と 申す のじ や、 怖がって 

おいでな さるば かりが 能で はない、 気 を 落着け て 御覧 

なされい」 

「それに 致しましても、 どうして わたくしが、 このお 

刀 を 存じて おりましょう」 



「もし そなたが 知らぬならば、 そなたの 家の 幸 内と い 

う 者が 知っている、 その 刀が これな のじ や」 

「5; 5; 

ほうき やすつな 

「これ は 伯 書の 安綱と いう 古刀 中の 古刀、 名刀 中の 名 

刀 じ や」 

「ええ！ これが 伯耆の 安綱？」 

「打ち返して よく 御覧な されい」 

い つと き 

ここに 至ってお 銀 様 は、 一時 恐怖の 念が いずれへ か 

飛び去って、 眼の 前に 突きつ けられた 伯誉の 安綱の 刀 

に、 ずっと 吸い 寄せられました。 お 銀 様が その 刀 を 

じっと見 つめている 時に、 神 尾 主 膳 は 片手で、 近くに 



とお 銀 様 は 面 を屹と 上げて、 その 釣り 上った 眼で 神 尾 

主 膳 を 睨みました。 

「うむ、 それから また、 幸 内め を 種に 使って 一 狂言 を 

組もうと 思うて、 網で からげ てこの 屋敷へ 隠して 置い 

たが、 手ぬ かりで ツイ 逃げられた」 

「ああ あ、 知らなかった、 知らなかった。 そんなら こ 

の 刀 を 奪い取る ために、 幸 内に 毒 を 飲ませて あんなに 

したの は、 神 尾 様、 お前 様の 仕業 か」 

「それ それ」 

「鬼 か、 蛇 か。 人間と してよう もよう も、 そんな こと 

、、ゝ I 

力 」 



「さあ、 これから 幸 内が 身代りに、 お 銀 どの、 そなた 

が 狂言の 玉 じ や、 幸 内に 飲ませた と 同じ 酒 を そなたに 

いま 飲ませて やる のじ や、 幸 内が 飲んだ ように、 そな 

たも その 酒 を 飲む のじ や」 

「助けて 下さい —— 誰か、 来て 下さい まし！」 

お 銀 様 は、 ついに 大声で 救い を 求めました。 

「それ それ、 それ だから 酒 を 飲ませる のじ や、 その 酒 

か， 5 

を 飲む と、 痛くても 痒くても 声が 立たぬ ようにな るの 

じ や、 ここの 小瓶に 入って いるもの を、 ちょっと この 

酒の 中へ 落して、 こう 飲まつ しゃれ」 

神 尾 主 膳 は、 刀 を 傍へ さしおいて、 片手で はお 銀 様 



「これから どこ へお い でな さろうと いうので す」 

「はい、 有 野 村まで」 

「有 野 村へ？ …… 外 は 近来の 大雪で あるら しいのに」 

「雪が 降りましょう とも 雨が 降りましょう とも、 わた 

くし は 帰らずに はおられ ませぬ」 

「外 は 雪で ある 上に、 駕籠 も 乗物 もこ こに は あるまい」 

「そんな 物 はどうで もよ ろしう，、 - J ざり まする、 わたく 

し は 逃げなければ なり ませぬ、 帰らなければ なり ませ 

ぬ」 

「駕籠 も 乗物 もない のに、 外へ 出れば 人通り も ある ま 

ふぶき こご 

い、 道で 吹雪に 打 たれて 凍えて 死ぬ …… 」 



のじ や」 

r ェェ！ それで は あなた 様 も やっぱり 神 尾の ため 

に」 

「よん どころ なくこう して いる」 

「お宅 は どちらで ござ います」 

「ちと 遠い」 

「御 遠方で ございま すか」 

「武 蔵の 国」 

「そんなら ば、 あの、 こちらの 大 菩薩 峠を越 ゆれば、 

そこが 武 蔵の 国で ございます」 

「ああ、 そうだ」 



八日 市の 酒場まで 逃げて 来ました。 それ は緦 暖簾の 大 

きいので、 彼等の 倶楽部であります。 

彼等 三人が この 八日 市の 酒場へ 逃げ込む と、 そこに 

は 土間の 大 if 炉裏を 囲んで、 定 連が 濁酒 を 飲んだり、 

芋 をつつ いたりして、 太平楽 を 並べて いる 最中で あり 

ました。 

前に も 言う 通り、 折 助の 社会 は 人間並みの 社会で は 

ない のであります。 人間並みの 人の 恥ず る ことが この 

ほまれ 

社会で は誉 なのであります。 これらの 人間が、 もし 

女 を 引きつれ てこの 酒場へ 来よう ものなら ば、 「恋の 

勝利者！」 と 言って 彼等 は 喝采し ます、 どうかして 心 



「うむ. そうさな あ」 

と 言って 来 友 は、 少しく 考えて いました が、 

「1 らは、 ちょっと 外へ 出る わけに はいかね えんだ」 

ごしょ う 

「では 米 友さん、 後生 だけれ ど、 こちらのお 屋敷の 誰 

にも 知れない ようにして、 お前さんの 部屋 か 何 かへ、 

わたし を 通して 下さいな、 そこで ぜひ お前さんに 話 を 

したい ことがあ るんだ から」 

「そり や 構わね え、 俺ら の 部屋で よければ、 お 寄ん な 

さるが いい。 う うん、 誰に も 見られ やしね え。 見られ 

たと ころで、 なにも 痛い こと も 痒い こと も あるめえ 

じ やねえ か」 



「おかしな 来 友さん だ こと、 それ は 痛く も 痒く もない 

けれど、 少し 都合が あって 誰に も 見られた くないの だ 

から、 そのつ もりで」 

「いいと も、 早く 中へ 入つ ちまい な、 ここ を 閉める か 

ら」 

くぐ ど 

お 松 は そのまま 潜り戸 をく ぐ つ て 庭の 中へ 入り まし 

た。 来 友 は その あと を閉 して 錠 を 下ろして しまいます- 

「来 友さん、 わたし はどうし ようかと 思った けれど、 

お前さんが、 蓑 を 着て 鉄砲 を 担いで 裏門 を 入って 行く 

姿 を 見た もの だから、 こんな 仕 合せな こと はない と 

思って、 どうかして お前さんが、 もう 一 べん 出て 来る 



敷に お客様が おありで しょうね」 

「お客様？」 

「え、 え」 

「そり や、 これ だけのお 屋敷 だから お客様 も ある だろ 

うさ」 

「いいえ、 その お客様と いうの はね、 人に 知れて は 悪 

い お客様な のよ」 

「 ま ま ま ま II 

来 友 は 苦笑いして、 

「人に 知れて 悪い お客様なら、 俺ら にも 知れよう はず 

がな し、 お嬢さん、 お前に だって 知れる はずが なかろ 



宇津木 兵馬 は、 駒 井能 登 守の 二階の 一室に 横たわつ 

しんぎん 

て、 病に 呻吟して いました。 

兵馬の 病気 は 肝臓が 痛む のであります。 それに 多年 

の 修行と 辛苦と、 獄中の 冷え やなに かが 一時に 打って 

出た ものと 見えます。 

ここへ 来てから ほんの 僅かの 間であった けれども、 

いちじる 

手当が よかった せいか、 元気の つく ことが 著しい の 

であります。 今 も 痛みが 退いた から、 横にな つてい る 

枕 を 換えて 仰臥して 天井 を 見て いました。 

駒 井能 登 守と は 何者、 南条、 五十嵐の 両人 は 何者 I 

I という こと を 兵馬 は 天井 を 見ながら 思い 浮べて おり 



米 友に 向って 指し示す の を、 米 友 は 見向き もせずに、 

お 君の 面 を じっと見 つめてい ましたが、 

「li ら ねえ やい」 

「おや、 友さん、 怒った の」 

「ばかにして やがら」 

くぐ 

来 友 は、 そのまま ぶいと 廊下の 縁の下 を 潜り 抜けて、 

どこかへ 行って しまいました。 

駒 井能 登 守が 役所へ 出かけた その あとで、 お 君 は 部 

ぴ くん おもて 

屋へ 行って ホッと 息をついて、 微醺の 面 を 両手で 隠 

しました。 

障子の 外に は 日当り がよくて、 ここに も 梅の 咲き か 



かった 枝ぶ りが、 面白く 障子に うつって います。 

きょ-つ そく リ ようひ じ ほて 

お 君 は 脇息の 上に 両肱を 置いて、 暫 らくの 間、 熱 

る 面 を 押 隠して いました が、 そのうちに ゥ トウ トと眠 

気がさして きました。 

「お 冷水 を 持って来て」 

「はい」 

次の間で 女中が 返事 をす ると、 まもなく ギヤマンの 

さかずき まきえ 

美しい 杯 が 蒔絵の 盆の 上に 載せられて、 若い 女中の 

手で 運ばれました。 ギヤマンの 中には 玉の ような 清水 

がいつ ぱい 満たされて あります。 お 君 は そのお 冷水 を 

口に 当てながら、 



「わたし は 眠い から 少し 休みたい、 お前、 床を展 ベて 

おくれ」 

r 畏 まりました」 

「それから、 あの 犬に 何 かやって おくれ かい」 

「いいえ、 まだ」 

「忘れない ように」 

「畏まりました」 

女中が 出て 行った 後で、 お 君 は 水 を 一口 飲んで ギヤ 

マン を 火鉢の 傍へ 置き、 それから 鏡台に 向い、 髪の毛 

一 J うが い 

を 大事に 撫で上げました。 笄 を 抜いたり さしたり し 

くれない かお 

てみ ました。 紅 のさした 面 を 恥 かしそう になが めて 



かくれ おか 

鼻唄 は 隠 ヶ岡に いる 時分から 得意の 鼻唄であります。 

これ だけうた うと 笠の 紐 を 結び 終った 来 友 は、 例の 棒 

を 取り直して、 さっさと ここ を 飛び出して しまい まし 

た。 

九 

来 友が 出て 行って しまった あとで、 お 君 は 堪えられ 

ない 心の 寂し さ を 感じました。 

ムク はと 見れば、 そこに はいません。 おそらく 米 友 

を 送るべく その あと を 慕って 行った ものと 思われます- 



「お 気に 召します か、 どうで ございま すか」 

と 言って、 その 胴着の しっけの 糸 かなに か を 取ります 

と、 

「それほど 寒い とも 思わぬ が、 せつ かくのお 志 だから」 

ふとん さしこみ おび 

兵馬 は 蒲団の 上に 坐り 直して、 挿 帯 をして いたの 

を 解き かけました。 

「兵馬 様、 これから 毎日お 訪ねしても よろしう ござい 

ます 力」 

「悪い こと はない が、 人に 咎められ ると 迷惑で はない 

、 I 

力」 

「誰に も 知られな いように 用心して 参ります る」 



しょう 

たか も 知れません。 どうも 性が 合わないで、 それが 

来 友の 弱味に なって、 頭から ガ ミガミ 言われても、 得 

意の 啖呵 を 切って、 木 下流の 槍 を 七三に 構える という 

ような わけに は ゆかない から 不思議で あります。 

「あ、 親方」 

と 言って 来 友が 舌 を 捲く と、 お 角の 方 は 今日は 意外に 

すなお 

素直で、 その上に 笑顔まで 作って、 

「どうしたの、 今時分、 こんなと ころ を うろついて… 

;」 

「これから 江戸へ 帰ろうと 思 うんだ」 

「これから 江戸へ、 お前が 一 人で？」 



せん 

も 受身で、 根っから 気焰が 上らないで、 先 を 打 たれて 

しまうよ うな あんば いです。 

袖 切 坂の あたり は 淋しい ところで、 ことに 右手 はお 

仕置場です。 袖 切 坂 はそんな に 大した 坂で はないけれ 

ど、 そこ を 半分 ほど 上った 時に、 

「おや」 

と 言って、 どうした ハズミ か、 先に 立って 行った お 角 

ころ つ まず 

が 坂の 中途で 転びました。 物に 躓いて 前への めった 

のであります。 

r 危 ねえ、 危 ねえ」 

米 友 は それ を 抱き起す と、 



「ここ だな」 

と 思って 来 友 は その 石 を 見る と、 袖 切 坂の 文字に は 昨 

夜 見た 通りの 朱 を さして ありまし たが、 その 文字の 下 

ほりもの 

に 猿の 彫物の して ある ことに 初めて 気が つきました。 

この 猿 はあり ふれた 庚申の 猿です。 庚申 様へ 片袖を 

切つ て 上げる とかなん とか 言った の は、 やっぱり ここ 

のこと だろう と 米 友 は、 昨晚 のお 角の 言 つ た 言葉 を 思 

い 出して、 再び 奇異なる 感じ を 呼び 起して 見る と、 そ 

の 庚申の 下に、 片袖 ではない II 下駄が 片一方、 置き 

捨てられて ある こと を 発見し ました。 

下駄が 片一方、 しかも それ は 男物で はない、 間 形の 



別家のお 松の 部屋の 縁先であります。 お 松 はこの 犬 を 

可愛がりました。 

神 尾 家の 本邸のう ち は、 このごろ 見る と、 またも 昔 

のよう な 乱脈に なり かけて いる ことが お 松の 眼に はよ 

くわ かります。 貧乏であった 神 尾 主 膳が この 春 来、 

め つ きり 金 廻りが よくな つ たらしい 景気が 見えました- 

けれども その 金 廻りが よくな つたと いうの は、 知行 高 

が 殖えた からと いう わけで はなく、 また 用人た ちの 財 

政が うまくな つて、 神 尾 家の 信用と 融通が 回復した と 

いう わけで もない ようです。 

このごろ 神 尾 家へ は、 雑多な 人が 入り込みます。 



く は、 がんりきの 百であります。 

一 座の 者が 一 本 腕の がんりき のために、 或いは 殺さ 

れ、 或いは 斬られて、 手 を 負わぬ もの は 一人 もない 体 

たらく でありました。 

それ を 見て いた 神 尾 主 膳 は、 業が 煮えて たまり ませ 

ん でした。 

「百 蔵、 もう 一 丁 融通して くれ、 頼む」 

と 言い出す と、 

ごじょ-つ だん 

「殿様、 御 冗談 おっしゃつ ちゃい けません、 もうお あ 

きらめな すった 方が お得で ございます」 

あらて 

「左様な こと を 言わずに もう 一 丁 融通 致せ、 新手 を 入 



み ごと 

れ 替えて、 貴様と 太刀打ち をして みたい、 見ん 事 仇 を 

取 つ て 見せる」 

「駄目で ございま すよ、 新手 を 入れ替えた ところで、 

返り討ちに きまって おいでなさい ますから、 今宵のと 

ころ はこの 辺で お思い 切りが 肝腎で，) J ざ いますよ」 

「どうしても 融通が できぬ か」 

「 冗談 じ や) y ざいません、 この うえ 融通して 上げたん 

みょう- リ 

じ や、 勝負事の 冥利に 尽きて しまいます からな」 

「けれども 貴様、 それじゃ 勝ち 過ぎる」 

がんりきが 縦横無尽に 場 を 荒す の を 神 尾 主 膳 も 忌々 

しがって いたが、 一座の 連中 もみん な 忌々 しがって い 



がんりきから いくらかの 金 を 融通しても らいました。 

けれども 不幸に して その 金 も たちどころに、 がんりき 

に 取られて しまいました。 案の 如く 見事な 返り討ちで 

う i た 力 ば 力ね 

す。 片手で 自分の 膝の 前に 堆 くな つてい る 場 金を搔 

き 集めながら、 

「ナ 二、 今日は わつ しど もの 目が 出る 日なん で ござい 

ます、 殿様 方の 御 運の 悪い 日なん でございます、 殿様 

方が お 弱い という わけで も) J ざいません し、 わつ しど 

もがば かに 強いと いう わけなんでも ございません、 勝 

負 事 は 時の 運なん でございますから、 これで また、 わつ 

しど もが 裸になって、 殿様 方が お笑いになる 日 も ある 



た。 その 声 を 聞く と爽 かな、 まだお 年の 若い お 方と 

思われる のみならず、 その 声に なんと やら 聞 覚えが あ 

るら しく 思われる が、 お 角 は 急に は 思い出されません。 

「いいえ、 わたくし はこ こで 失礼 を 致します、 もうあ 

の、 大丈夫で ございま すから」 

と 言って、 やみくもに 袖 を 振 切って K け 出して しまい 

ま す 

一 行の 人 は その 挙動 を 呆気に 取られて 見て いたが、 

別に 追蒐 ける 模様 もな く、 屋敷へ 帰って しまいました。 

その 屋敷と いうの は 駒 井能 登 守の 屋敷であって、 覆 

面の 品の よい 武家 は 主人の 能 登 守で ありました。 



「このたびの 流鏑馬のお 人 定め は、 誰 をお 指図で ござ 

りましょう や …… 就きまして 我々 共、 容易なら ぬ 心配 

を 致しお ります る。 と 申す の は、 かの 神 尾 主 膳 殿の 許 

に、 信 州 浪人と やら 申す 至って 弓矢の 上手が 昨今 滞在 

の 由に ござり まする、 それ は 必ずや このたびの 流鏑馬 

を 当て込んで、 例の 意地 を 立て、 わが 手に 功名 を 納め 

ん との 下心と 相 見えます る。 あの 神 尾 主 膳 殿 は 何の 宿 

意あって か、 いちいち 当家に 楣 をつ くような ことば か 

り を 致され まする。 よって このたびの 流鏑馬の 催しに、 

功名 を わが 手に 納めん との 下心より、 一 層、 当家に 対 

あ- 1 'あ- J 

して、 復 黒き 計略が 歴々 と 見え透く ようで ござります 



日 も 早く 御沙汰 を 下し 置かれ ませぬ と。 本人の 稽古と 

準備の ために …… 」 

「その 辺 も 心得て いる、 それ 故、 家中 一同に その 用心 

を 怠らず、 いつ 沙汰 をしても 驚かぬ ようにして いるが 

肝腎」 

能 登 守 自身 も 必ずや、 この- J と を 考え ていない はず 

ささ い 

はない。 事 は 些細ながら、 家の 面目と 責任と いうよう 

な ことへ 延 いて 行く こと も 考えて いない はず はないで 

しょう。 

この 時分、 神 尾 主 膳の 屋敷で は、 このごろ 召 抱えた 



信 州 浪人の 小 森と いうの が、 主人の 御馳走 を 受けな が 

ら、 しきりに 用人た ち を 相手に 気焰を 吐いて いました- 

小 森の 年配 は 四十ぐ らい、 名 は 小 森 だが 実は 大きな 男 

でありました。 

「拙者の 流儀 は、 信 濃の 国の 住人 詉訪大 夫 盛 澄から 出 

たわらと うだ ひで さと 

でた もので …… この 盛 澄 は 俵 藤 太 秀郷の 秘訣 を 伝えた 

もので ござる」 

と 言って 得意げ に 語る ところ を 見れば、 騎射に 相当の 

覚えの ある ものである ことに 疑いない らしい。 

「このね らい 方と いう やつが …… 人に よ つ て はこれ を 

鏃 からね らう もの も ある、 また 左から ねらう もの も 



一 J まひき さ こんえ 

ざらぬ、 朝廷に て は 五月 五日の 騎射、 駒牽、 左 近衛、 

右 近衛の 荒 手 結、 真 手 結、 帯刀 騎射と いうよう な 儀式、 

いぬおうもの かさが け 

武家で は 流鏑馬に 犬追物、 笠掛、 みな 馬上の 弓で ござ 

る。 このたび 当所に て 催さる る 流鏑馬 はいずれの 古式 

に のっとられ るか 知らね ど、 多分 は 小 笠 原の 流儀に よ 

る ことな らんと 存ぜら るる。 ともかく、 明日に も 馬場 

を 拝借して 一 責め 致して みたい と 存じ 申す。 その 節、 

実地に つき 拙者の 心得 申した ると ころ を いささか なが 

ら御 参考の ためにお 話し 申し上げたい、 また 拙者の 流 

儀が 他流と 異なる ところ を も 多少な りと 御覧に 入れた 

い」 



の 足音であった から、 能 登 守に きまって いると、 兵馬 

は 襟 を 正して 待って いると、 

「兵馬 どの」 

果して それ は 能 登 守で ありました。 

「これ はこれ は」 

しとね すべ 

と 言って 兵馬 は、 褥を、 U つて 礼 をし ました。 能 登 守 

はい ま 研究室から 来た ものと 見えて、 筒袖 羽織に 袴で 

あります。 

「退屈で ござろう な」 

「こうして 読書 を 致し て おり ますれば、 さ の み 退屈に 

も 感じ ませぬ」 



馬 どの、 馬に 乗って みて は」 

「それ は 一段と 結構な ことに 存じます る、 承りて さえ 

おど 

、もが 躍る ように 存じます る」 

「馬に 乗る ことのほかに、 さだめて 御身 は 弓 を ひく こ 

とも 得意で ござろう な」 

「弓 9 それ も いささか は 心得て おり ますれ ど、 ホ 

ンの 嗜 み、 得意と いう ほどの 覚え は ござり ませぬ」 

「ともかくも、 馬に 乗りて 弓 を ひく ことの 保養 をして 

御覧 あれ、 明日と も 言わず、 ただいまより 庭へ 出で て、 

馬 を 調べ、 弓矢 を 択んで 試みて はいかが で ござる」 

「それ は 願うても なき 仕 合せ。 しからば 仰せに 従いて、 



あ つ て 席に着きました。 

能 登 守の 後ろに は 小姓が 附 いていないで、 若党の 一 

学が 跪 まっていました。 

能 登 守が 着座しても、 まだ 競馬の 始まる までに は 時 

間が あります。 その 間 は、 見物が 見物 を 見る ことに 

よ つ て 興味が つながれて ゆきました。 

見物 は それぞれ 勝手に 上下の 人の 噂 をし 合います。 

けれども その 噂の 中心が、 どうしても 能 登 守に 落ち 

て 行く の は 争う こと はでき ません。 

「ああ、 i< い 男に は 生れたい もの だな あ」 

と 思わず 大きな 声で 歎息して 笑われた もの も ありまし 



誰に も 見当が つきませんでした。 そこで また 議論が 沸 

騰し ます 

あの 殿様に はま だ 奥方が 無い の だとい う 説が 起り ま 

した。 いいや、 あのく らいの 身分に なって 奥方が 無い 

はず はない という 説 も 出ました。 それで は 見た ことが 

はんばく 

あるかと いう 反駁が 出ました。 見た こと はない けれど 

…… という 受 太刀が あります。 

けれども、 そのい ずれに しても みんな 想像 説に 過ぎ 

ません。 弥次と 喜 多と が 拾わぬ 先の 金 争い をす るよう 

な ことにな つ て ゆく ことが おかしく あります。 

ああい う 美しい 殿様の 奥方 は さぞ 美しかろう、 J 対 



たから この 席で は、 そんなに 不謹慎な ところまで は 行 

きませんでした けれども、 追々 に 陽気に なって 行く の 

に、 ひとり 主人役の 神 尾 主 膳の みが、 苦り切って、 酒 

を 飲む こと 薬 を 飲む ようにして いるの は、 いつもに 

- 一 げ 

似気なき 様子であります。 こうして 当日の 八幡 社 前へ 

は、 甲 州 一円の あらゆる 階級の 人が 集まる ことにな り 

ました。 

は 

あとからあとからと 蟻の 這うよう に、 馬場 をめ ざし 

て 人の 行列が 続きます。 この 分で はとても 落々 と 

や ぶ さ め あきら 

流鏑馬の 見物 は 出来まい からと 諦めて、 竜王の 花火 

の 方へ 河岸 を 換えた の もあった から、 竜王 河原 もまた 



皮肉の ためによ い 標的であって、 その 標的に 置かれた 

善良なる 婦人 たちのた めに は、 実に 不幸な ことで あり 

ました。 

折 助が この 席に着いた 時分 は、 駒 井能 登 守 はもう 着 

むしろ 

座して いた 後の ことであって、 折 助 は、 核 敷 下の 蓆 の 

あぐら ひと だか 

上へ 胡 坐 を かいて、 人集りの 模様に は 頓着な く、 まず 

かたくち 

酒樽の 酒 を 片口へ うつして、 それ を 茶碗へ さして 廻り、 

こんにゃく きょうぎ がわ づ つみ 

そこから ^^篛 や 油揚ゃ 芋の 煮し めの 経木 皮 包 を 拡げ、 

冷で その 酒 を 飲み 廻し、 煮し め を 摘みながら、 おもむ 

ろに 桟敷から 桟敷、 見物から 見物 を 見廻す ので ありま 

す。 



手に とる ように わかる のであります。 

第二の 桟敷に 来て 噂の 種と なって いる 美しい 姿 は、 

それ は、 お 君の 方であった こと は 言うまでもな いので 

あります。 

お 君の 方 はこの 日、 老若 四 人の 婦人た ち を 連れて I 

I というより は その 婦人た ちに せがまれて、 この 席へ 

見物に 見えた ものであります。 

お 君 はこ こへ 見物に 出る こと を いやがりました。 人 

中へ 出る のが 嫌いだと 言って 断 わろうと したの を、 殿 

様が 御主人 役で 晴れの 催しで ある この 流鏑馬へ、 一 日 

力 お 

もお 面 をお 出しな さらなくて は、 殿様へ 対しても 失礼 



この 際、 こんな こと をされ て は 有難 迷惑の 至りで、 

もし それ をせ ねばならぬ 礼式が あるならば、 こちら か 

ら 先にす るの が 至当でありましょう。 それ を 向う から 

持って来られて みると、 好意 を 受けない わけに は ゆか 

ないし、 また その 好意なる ものが、 形式 J 遍の 好意で 

はなくて、 なんとなく 底 気味の 悪い 好意と して 見られ 

易い のです。 

「こちらから 御 挨拶に 出ねば なり ませぬ ところ を、 

斯様な 結構な 下され 物、 なんとお 礼 を 申し上げまして 

よろしい やら …… ともかく、 有難く 頂戴いた します る、 

後刻、 改めて 御礼に …… 」 



あつたの を、 お 君 は 今まで 気がつきませんでした。 

ちょうど その 時に、 相 図の 花火が 楊り ました。 今日 

はこれ から、 今までに 見られなかった 流鏑馬が はじま 

るので あります。 

たてえ ぼし ひたたれ 

花火の 相 図と 共に、 立 烏帽子に 緑色の 直垂を 着て、 

太刀 を 佩いた 二人の 世話 係が 東から 出て 来ました。 西 

の 方から は 紅の 直垂を 着て、 同じく 太刀 を 佩いた 二人 

の 世話 係が 出て 来ました。 この 四 人の 世話 係が 馬場の 

本と 末と に 並んだ 時 II 馬 見所 も 核 敷も大 入場 も 一 同 

に 鳴り を 静めました。 

御簾 を 下ろそう としたお 松 も 思わず その 手 を 控えて 



立ちながら、 多くの 人と 共に 馬場の 東の 方 をな がめ ま 

す。 

十六 人の # 手が 今 そ こから 馬場の 中へ 乗り込む 光景 

あやにしき 

は、 綾錦に 花 を 散らした ような 美し さであります。 

みや よろい ひたたれ 

その 十六 人 は、 いずれも 優び たる 鎧 直垂を 着て いま 

した。 それに 花やかな 弓 小手、 太刀 を 佩き 短刀 を 差し 

て 頭に 綾藺 笠、 腰に は 夏 毛の 行 縢、 背に は 逆 顔の 菔、 

たくま ひ 

手に は 覚えの 弓、 太く 逞しい 馬を曳 かせて、 それに 

かいぞえ ひきぐ 

介 添 を 一 人と 弓 持 一 人と 的 持 を 三人ず つ 引 具して、 

しずしず 

徐々 と 南の 隅へ 歩み 出で たのであります。 

「お 松 様、 そうして お置き あそばせ、 御簾が 無い 方が 



よろしい では ございま せんか」 

女中た ち は、 なまじい 御簾 を 下ろされて、 せっかく 

みもの 

の 観 物 を 妨げられる こと を 好みませんでした。 お 松 も 

また、 せっかくの 観 物の 始まる に 先だって、 こんな こ 

と をしたくない のであります。 

「では、 このまま にして 置きましょう」 

と 言って、 御簾 を 卸す こと を やめた けれども、 心配 は 

自分の ことでなくて、 お 君の 身の上に あるよう でした _ 

だから 改めて 坐り 直す 時に、 わざと 身 を 以てお 君の 前 

へ 坐つ て 隠す ようにしながら、 

「お 君 様、 あれに、 わたくしどもの 主人が」 



「第一 一番 は 能 登 守 様の 御 家来で 小川 様 …… 」 

と 言って、 番組と 人と を また 引合せながら、 

「お 君 様、 あなたの 殿様から おいでな された お 方 は、 

まだ 若 いお 方で) J ざ い ますね」 

お 松の 蔭に 隠れる ようにし ていたお 君 は、 小さい 声 

で、 

「主人のお 小姓で ございます」 

あやいが さ 

と 言って いる 時に、 その 人 は 桟敷の 下へ 来て 綾 藺笠を 

むらさき じに しき 

振り かたげて 桟敷の 上 を 見上げました。 紫 地 錦の 

ひたたれ つづれ きんた て わく ゆ ご て 

直垂を 着て、 綴の 錦に 金 立 枠の 弓 小手 をつ けて、 

しろ しげとう 

白 重 籐の弓 を 持って いました が、 今な にげなく 振 仰い 



りで ありました。 

策 を 揚げて 弓 を 引き絞って、 切って 放した 矢 は 過た 

ず、 一の 的 を 打ち砕きました。 二の 的 もまた 同じ こと ■ 

三の 的 も …… 瞬く間に 打ち砕いて、 これ も 盛んなる 賞 

讃の声 を 浴びて 馬 を 乗り 返しました。 

第 三番 は 小 森 蓮 蔵 II これ もまた 手練な もので、 同 

じょうに 三枚の 的 を 打ち砕いて しまいました。 そうし 

て 同じよ うな 賞讃を 受け ま し た 。 

こうして 見れば、 なんらの 波瀾 もありません。 駒 井 

家から 出た 者 も、 神 尾から 出した 者 も、 一 様に 功を樹 

てて みれば、 恨 はない。 



続け ざまに 聞え たので、 スヮと 聞く 人 は 顔の 色 を 変 

えました。 

噪 ぎの 起り はま さしく、 前の 露店と 小屋掛けの あた 

りから 起った ものに 相違ない のであります。 

「そ ー れ、 喧嘩 だ」 

甲 州の 人間 は、 人気の 荒い こと を 以て 有名で ありま 

す。 今日の 催し とても、 単に 流鏑馬の 神事 だけ を 以て 

この 景気 を 打 留めに する の は 物足りな いと 思って いる 

ところへ、 

「暄 陣！」 

この 声 は、 無茶な 群衆 心理 を ， J しらえ 上げる のに 充 



お供 先の 足軽 や 侍が K けつけ ました。 

「どうで もして みや がれ」 

ふる あえ 

短刀 を 揮った 裸一貫の 男 は、 敢て警 固の 足軽 や 侍 を 

おそ 

畏れようと はしません。 

「控えろ！」 

さえぎ 

棒 を 持った のが、 追つ かけて 来る 博徒 を 遮り まし 

たけれ ども、 博徒 連中 は、 そんな ものが 眼に 留まらぬ 

くらいに 気が立って いました。 

「野郎、 ふざけ やが つて …… 」 

「無礼者、 控えろ」 

ここでお 供 先の 足軽 や 侍 は、 博徒 連 を 取 押える ため 



「よせ やい、 よせよ せ、 弓なん ぞ よしや がれ」 

と 遠くから 罵る もの も ありました。 

r 撲れ 撲れ」 

という 者 も ありました。 

見物 は、 もとより、 屋根の 上の 騒ぎが 何に 原因して 

起リ、 ド チラが 善い のか 悪 いのかわ かって はいない け 

れ ども、 それ を 遠矢に かけよう という 大人げない 武士 

たちの やり方に は、 満足す る ことができな いので あり 

ます。 そこで 人気 は 険悪に なって 罵詈 悪 口が 湧いて 出 

ました。 しかし まだ 石 を 降らしたり、 土 を 投げたり す 

ると ころまで は 行きませんでした けれども、 小 森の 覘 



という 声が 桟敷の 裏の 方から 起り ました。 なるほど、 

表から 見て 屋根のう しろへ 隠れた と 見た 時 は、 二人 は 

相つ いで 高い ところから 僅かの 地面へ 軽く 飛び下りて 

しま つ ています。 

「そうれ、 逃がすな」 

裸虫 ども は 続いて 飛び下りる、 取 巻いて いた 群集 は 

道 を 開く。 

「こうな りやこつ ちの もの だ、 芋虫 ども、 ならば 手柄 

に追蒐 けて みや がれ」 

群集が パッと 散って 開いて くれた 道 を、 笠に 合羽の 

旅人 体と、 裸体に 脚 粋の がんりき とが 疾風の 如く a け 



と、 門番の 人 は みんなそう 思って いました。 

けれども、 この 乗物 はお 役宅へ も 行かず、 御城 内へ 

も 入らず、 お 代官のお 陣屋へ でもお いでになる のかと 

思えば そうで もありません。 長 禅寺まで 来て この 一 行 

が 止まった から、 さて は 何 か 不意の 御用が あって、 こ 

のお 寺へ 御 参詣の ことと 思われました。 長 禅寺 は 甲 州 

えりん じ かんざん は 

では 恵 林 寺に 次ぐ の 関 山 派の 大寺 であります。 ここに 

能 登 守が 訪ねて 来る y J と は 不思議と する に 足りな い ザ J 

とであります。 

方丈と 暫 らく 対談が あったら しく、 やがて 乗物と お 

よいやみ 

供と が ここから 帰って 行く 時分に、 その 裏山の 宵闇に 



さて は 病人 を 甲府の 町へ 連れて行って その 帰リ であろ 

うと 兵馬 は、 そう も 思って 見て いるう ちに、 ふと 提灯 

のしる しに 眼が とまりました。 

前に 下り 藤の 紋が 大きく 書いて ありました。 下り 藤 

は 自分の 家と 同じ 紋 であるから 兵馬 は、 なんの 気な し 

に それ を 見る と、 その 下に 小 泉と 記して ありました。 

やわた 

はっと 思って その 裏 を 見る と 「八幡 村」 という 文字が 

弓 張の 蔭に なって います。 

八幡 村で 小 泉と いえば、 わが 嫂 の 実家で はない か。 

嫂と は 誰、 一時 は 兄 文 之丞の 妻であった お浜の こと I 

I ああ、 その 駕籠の 中の 主 は 誰 人。 兵馬 は それが ため 



様なら ばお 大切に」 

わ だか 

双方で こんな こと を 言い合って、 疑念 も蟠 まりも 

サラリ と 解けて、 そのまま 駕籠 は 前へ 進んで 行き、 こつ 

ちへ 来る 人影 は、 提灯 もな にも 持たない けれど、 三人 

ほどに 見えました。 

兵馬 は 木蔭から それ を もやり 過ごす と、 それからの 

山路 はまた 静かな ものに なって しまいました。 提灯 も 

駕籠 も附 添の もの も、 何も 言いません。 

山路の つれづれに 駕籠の 中に いる 人 は、 何とかお 

あいきよ-つ 

愛嬌 に、 外の 人に 言葉 を かけても よかろう にと 思わ 

れ るく らいであります。 附 添の 人 もまた 何 か 話し 出し 



て、 駕籠の 中の 人の 無愛想 を 助け て やれば よいに と 思 

われる くらいで ありました。 

五 里の 山路が こうして 尽きて、 駕籠 は 八幡 村へ 入り 

えそ はら いちじる 

ました。 江 曾 原へ 着く と、 著 しく 眼に つく 門構えと- 

土の 塀と、 境内の 森と 竹 藪と、 往来から は 引 込んで い 

る けれども、 そこへ 入る 一筋 路。 

二 挺の 駕籠 は その 屋敷へ 入って 行きました。 その 屋 

あによめ 

敷 こそ、 兵馬に は 忘る る ことので きない 嫂 のお 浜が 

生れた 故郷の 家な のです。 

わきめ 

兵馬 は それ を 側 目に 見た だけで、 その 夜のう ちに 恵 

林 寺 ま で 急がねば なりません。 



恵 林 寺へ 行く 宇津木 兵馬と 前後して、 八幡 村の 小 泉 

家へ 入った 駕籠の 後ろの は 机 竜 之 助で ありました。 そ 

の 前の はお 銀 様で ありました。 それ を 兵馬が それと は 

知らずに 送って 来た こと も、 計らぬ 因縁で ありました- 

机 竜 之 助と お 銀 様と が、 こうして 相 結ばれた こと も、 

計らぬ 因縁で ありました。 けれども、 それよりも 不思 

議 なの は、 竜 之 助と お 銀 様と が、 どちらも それと は 知 

ら ずして 送り込まれた 家が、 お浜の 生れた 家で あると 

いう ことであります。 竜 之 助 は 曾て その 悪縁の ために 

お浜 を 手に かけて 殺しました。 その 人の 家へ、 別の 悪 



はなくな リ ました。 お 銀 様の 肉 身 はこの 人 を 愛する こ 

とと、 この 人に 愛せら るるとい うことの 炎の 中に 投げ 

込まれて、 ほかに は 何物 もない らしい。 

この d| を 見て 神 尾 主 膳 は、 ひそかに 喜びました。 二 

さし さね 

人 を ここへ 移す ことによって、 自分の 罪悪に 差 障りの 

来ない こと を 信ずる ほどに、 主 膳 は それ を 見て取る こ 

とがで きたので しょう。 
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